
家事援 助 の仕 事の 内容

○一般家事 （掃除・洗濯・買い

物・食事作 りなど）

○老人 補助 （通院補助・話 し相

手・散 歩の手伝いなど）

○子供援助 （圃児の送迎 など）
喜んでもらえるのが
一番うれしい

こ

こ

数

年

、

空

い
て

い

る

時

間

で

も

家

に

い

て

過

ご

す

こ

と

が

多

か

っ

た

と

い

う

安

藤

ス

ズ

コ

さ

ん

（

写

真

右

）
。「

何

か

や

ら

な

き

や
」

と

思

っ

て

い

た

の

で

す

が

、

な

か

な

か

き

っ

か

け

が

っ

か

め

な

か

っ

た

そ

う

で

す

。

そ

ん

な

時

、

広

報

で

シ

ル

バ
ー

人

材

セ

ン

タ

ー

の

こ

と

を

知

り

、

思

い

切

っ

て

入

会

。

シ

ル

バ

ー

で

は

「
安

藤

さ

ん

の

都

合

や

希

望

に

合

わ

せ

て

、

で

き

る

範

囲

の

仕

事

を

探

し

て

み

ま

す

」

と

約

束

し

て

く

れ

ま

し

た

が
、
最

初

は
「
私

に

で

き

る

仕

事

が

あ

る

の

か

し

ら

…

」

と

不

安

だ

っ

た

と

い

い

ま

す

。

シ

ル

バ

ー

で

は

さ

ま

ざ

ま

な

業

種

の

中

か

ら

、「

安

藤

さ

ん

の

今

ま

で

の

経

験

と

、

女

性

と

し

て

の

き

め

細

や

か

さ

が
生

か

せ

る

の

で

は

」

と

家

事

援

助

サ

ー

ビ
ス

（

上

表

）

を

勧

め

ま

し

た

。
安

藤

さ

ん

も
「
こ

の

仕

事

な

ら

私

に

も

で

き

そ

う

」

と
研

修

を

受

け

た

後

、

仕

事

を

す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

「
最
初

は

シ
ル

バ
ー
の

職
員

が
、

一
緒

に
仕

事

先
に

つ
い
て

来
て

く

れ

た
の
で

安

心
し

ま
し

た
。

ま
だ
、

分

か
ら

な
い

こ
と
も

あ
り

ま
す

が
、

皆

さ
ん

い
ろ

い
ろ

と
教
え

て
く

れ

る
の
で

、
頑
張

れ
ま
す

」
と

ち
ょ

っ
ぴ
り

自
信

も

つ
い

た
様
子

。
会

員

の
皆

さ
ん

と

の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
も
広

が
り

、
働

く

の

が
楽

し
く

な

っ
て

き
ま
し

た

。

仕

事
を
し

て

い
て
何

よ
り

も

う

れ
し

い
の

は
、

喜
ん

で
も

ら
え

る

こ
と

。「
ど

う
も

あ
り

が
と

う
」
と

声

を
掛

け
ら

れ

る
と
、
疲

れ

も
忘

れ
て
し

ま
う

と

か
。

最

近

は
社
会

に
参

加
し

て

い
る

と

い
う
実

感
も

湧

い
て

き
て
、

心

身

と
も

に
充
実

し

た
日

々
を

送
っ

て

い

る
そ
う

で
す

。

「
丈

夫
な

う
ち

は
働

き
た

い
」

と

い
う

安
藤

さ

ん
。
そ

の
元

気
で

は
つ

ら
つ

と
し

た
姿

は
、
と

て
も

輝

い
て

い

ま
す

。

人口と世帯

人口　464,919人

男　236,357人

女　228,562人

世帯　175,698世帯

主な内容

市立高校入学生を募集

消防出初式を開催

保育所(園)入所案内

文化ホール企画展

｢開かれる宇宙時代｣

情報チャンネル

街の話題

定年などで仕事から離れると、周りとのコミュニケーションも閉ざさ れがち。

そんな時、「何かしたい」と自ら生きがいを求めたり、「体を動かして働きたい」

と社会参加を希望するお年寄りが増えてきました。

シルバー人材センターでは、皆さんの知識や経験・希望に合った仕事を提供

し、健康的な生活を送るお手伝いをしています。

高齢者の皆さん、シルバーの仲間と一緒に仕事をしてみませんか。

固牝シルバー人材センター登84-3191 番

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
き
な
が
ら
生
き
が
い
を

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
か
ら
・：

お気軽にご相談ください　１ 月の相談あんない
相 談 名 期　　　 日 時　　 間 会　　 場 蠢

法律相談☆ 毎週火･木､第2･4月曜日 午後 １時～ ５時

市役所

相談

コーナー

税務相談 第２金曜日 午後 １時～ ５時

登記相談 第３金曜日 午後 １時～ ４時30分

行政相談 第２・第４月曜日 午後 １時～３時

住宅 相談 毎週 水曜日 午前10時～午後 ４時

交通事故･

市政･一 般
月～ 金曜日 午前8時30分～午後5時 市民 相談室

巡

回

年

金

相

談

５啻

午前1〔〕時～午後 ３時

常盤平支所

９火 小 金支所

12啻 小金原支所

16(火) 馬 橋支 所

19啻 六実支 所

23火 新松戸支所

26啻 矢 切支所

30火 東部支所

就学相談☆

月～金曜日
午前 ９時30 分～正午

午後 １時30 分～５時

教育研究所

登66-7461 番
教育相談☆

● シ ル バ ー 人 材 セ ンタ ー つ て ？

シルバー人材センターは、会員である高齢者（60歳以

上）の知識や経験を生かして、臨時的・短期的な仕事を

企業・公共団体・一般家庭から請け負います。そして、

会員の希望や能力に合った仕事を提供し、仕事に応じて

請負代金を配分金として支払います。

現在、会員として617人（男464人･女153人）が頑張っ

ています。

● さ ま ざ ま な 分 野 で 活 躍

シルバー人材センターには、豊かな知識や経験を生か

せる仕事がいろいろあります。主なものは次の通りです。

技　　術 各種自動車の運転

技　　能 大工、植木の剪定、障子・襖張り、塗装

事　　務 一般事務、宛名書き、賞状書き

管　　理 駐車場・駐輪場の管理、各種施設の管理

外　　交 営業、パンフレットの配布

一般作業 除草、屋内軽作業、清掃作業、店舗内作業

サービス 一般家事、老人補助、子供援助

● 活 用 し て く だ さ い　 高 齢 者 の 力 ／

上記のような仕事がありましたら、シルバー人材セン

ターヘご連絡ください。受注した仕事はセンターが責任

を持って行いますので、ご安心ください。

皆さんのご協力でシルバーを大きくしてください。

● 会 員 の 仲 間 づ く り の 場 にも

シルバー人材センターは、「働く場の提供」だけではあ

りません。旅行やサークル活動などを通じて、高齢者同

士で「交流の輪」を広げています。

活動を通して知り合った人とのコミュニケーションの

中から、新しい自分を見つけて、自分の人生に張りが出

てくるかもしれません。

● 会 員 を 募 集 し て い ま す

シルバー人材センターでは、会員を募集しています。

60歳以上で働く意欲のある方でしたら、どなたでも会員

になれます。

今年度は特に家事援助サービス（※内容は左表参照）

事業に力を入れています。

期　　　 日 時　　　 間 会　 場 默

第１～ 第４金曜日

午前10時～午後 ３時

市研 櫺]-ﾅｰ 容　　、
68L　 ’|
・こ
０と談|
51 囗匚
０社援
３会護

番福 課
祉 庶
協務
議 係
会

⑧(月) 馬橋支所

紐火） 六実支所

９(火) 小金支所

10祟・⑩伽 常盤平支所

膃水・⑩樹 耽 戸惑ｾﾝﾀｰ

４困 ・⑩床 小錘 眠ｾﾝﾀｰ

※人 権相談は千葉地方 法務局 松戸支局（S63-6278 番）でも 行っ てい ます。

商人よろず

相談
17伽 午前10時～午後 ４時 市役所相談

コーナー

融 商
資 工

係 課

労働 相談 第 ２・ 第４月 曜日 午後 １時～ ５時 労 商
政 工
係 課女性就業相談 水・金曜日 午前1[〕時～午後４時 女性センター

※労働相談は柏労働 基準監督署(Q047 卜63-0245 番）でも 行っています。

消費生活

相談
月～金曜日 午前 ９時～ 午後４時

消費生活センタ ー

容65-6565 番

ゆうまつど

こころの相談

第２～ 第４月曜日 午前10時～ 午後４時

女性センタ ー

啣H505 番

第 ５月曜日 午後 １時～７時

女性パート

労働等相談
毎月 第２火 曜日 午後1時30分～4時30分

相談はすべて無 料です。 ☆印の相談は予約をお 願いし ます。

国

民

年

金

課

適

用

係

市
　

民
　

相
　

談
　

室

Ｉ
■
1
1
1
1
1
1
1
1
ｒ
ｉｒ
ｌ

ｌ
ｌ
■

人
　
権
　
相
　
談

心
　
配
　
ご
　
と
　
相
　
談



ふるさとの大地で学ぼう！

茴市立松戸高校登85-3201 番

市
立
松
戸
高
校
は
紙
敷
の
台
地

に
建
て
ら
れ
、
広
大
な

敷
地
と
緑

豊
か
な

環
境
の
中
で
、
充
実
し
た

学
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る

高
校
で
す
。

全
国
レ

ベ
ル
で

活
躍
す
る
部
活

動
や
、
姉
妹

都
市
と
の
国
際
交
流

も
盛
ん
で
す

。

募
集
定
員
：
全
日
制
普
通
科
第

一
学
年
・
四
百
人
（
定
員
の
お
お

む
ね
二
〇
％
以
内
は
推
薦
）

応
募
資
格
・：
中
学
校
も
し
く
は

こ

れ
に
凖
ず
る

学
校
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
３
月
卒
業
見
込
み
の

市
内
在
住
の
人

出
願
手
続
き
・：
所
定
の
入
学
願

書
、
定

形

封

筒
（
志

願

者
の

住

所
・

氏

名

・
郵

便

番

号
を

記

入

し

、
八

十
円

切

手

を

張

っ
た

も

の

）

を

在

籍

（
出

身

）

中

学

校
長

を

経

由
し

て

提
出

し

て

く

だ
さ

い

。

願
書

等

提

出

期
間

…

２

月
２

日

窗

～
６

日

㈹

、

午

前
９

時

～

午

後

４

時
3
0
分

〔
３

日

出

・
６

日
次

は

正

午

ま

で

〕

志

願

変

更

受
付

期

間
・
：
２

月

８

日

閑

～
1
4
日

困

鉐

日

圉
・

1
1
（
日
収
・
1
2
日
㈱
は
除
く
）
、

午

前
９

時
～

午

後
４

時
3
0

分
〔
1
4
日

團
は

正

午

ま
で

〕

学
力

検

査
・
：
２

月
2
8
日

圉

・
2
9

日
困

、
市

立

松

戸

高
校
で

入
学

許

可

候

補
者

発

表
・
：
３

月

５

日

㈹

午

前
８

時
3
0
分

か

ら

市

立

松

戸

高
校

で

※

市
外

の

人
で

も

、

保
護

者
の

転

勤

・
転

居
で

市
内

に

転

入

す

る

予

定
の

人

は

、
手

続
き

に

よ
り

受

検
で

き

ま

す

。

寄
付
あ
り
が
と
う

多
く
の

方
々
か
ら
貴
重
な
寄
付

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

。

皆
様
の

寄
付
は
、
ご
趣
旨
に
沿

っ
て
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

福

祉
関
係
へ

松
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
㈱
、
松

戸
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
中
茎
政

雄
、
小
堺
政
義
、
㈲
旭
ガ
ス
、
肋

日
本
社
会
福
祉
愛
犬
協
会
、
野
田

秀
幸
・
山
本
あ
け
み

、
大
塚
要
司
、

李
鐘
仙
、
㈲
千
成
亭
、
鈴
木
康
司
、

囲
倫
理
研

究
所
松
戸
独
立
地
区
、

明
治
神
宮
崇
敬
会
、
秋
葉
澄
夫
税

理
士
事
務
所
、
丸
山
冨
司
雄
、
稲

葉
久
恵
、
陣
ケ
前
寿
会
、
㈲
上
野

高
等
学
校
入
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

来
春

、
高
校
（
高
等
専
門
学
校

を
含
む
）
に
進
学
を

希
望
す
る
生

徒
の
い
る
家
庭
に

、
入
学
資
金
を

１
／
1
7水
を
「
乾
パ
ン
を
食
べ
る
日
」
に

阪

神

淡
路
大

震
災

が
今

年
の

１
月
1
7曰
に
発
生
し

、
ま
も
な
く

一
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
つ

ま
で
も
こ

の
大
災
害
を
忘

市は防災体制の強化に

取り 組んでいます

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
１
月
1
7日

を
「
乾
パ
ン
を
食
べ
る
日
」
と
し

て

推
奨
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て

大

震
災
を
思
い
起
こ
し

、
防
災
に
つ

い
て
話
し
合
い

、「
三
日
分
の
水
・

食
料
の
備
蓄
」
「
非
常
持
ち
出
し

嵒

「
家
具
の
転
倒
防
止
」
な
ど
身

近
な
安
全
対
策
の

確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

問
防
災
課

お
貸
し
し

ま
す
。

貸
付
額
・：
三
十
万
円
以
内
（
公

立
・
私
立
で
は
額
が
異
な
り
ま
言

工
房
、
㈱
大
成
美
術
印
刷
所
、
エ

ー
・
エ
ル

ー
テ
ィ
ー
産
業
㈱
、
根

本
千
代
子

、
さ
つ
き
ま
つ
り
実
行

委
員
会
、
松
戸
稲
門
会
、
平
石
明
、

立
流
家
元

立
寿
俊
、
立
詩
吟
舞
踊

愛
好
会
、
田
丸
豊
、
小
板
橋
病
院
、

セ
イ
コ

ー
労
働
組
合
セ
イ
コ

ー
電

子
工
業
支
部
高
塚
地
区
支
部
、
東

京
バ
レ
エ
劇
場
バ
レ
エ
団

、
フ
ラ

対

象
・・
・
①
経

済

的

な
理

由

に

よ

り

高
校
入

学
が

困

難

な
世

帯
で

あ

。

る
こ

と

②

成
績

良

好

、
品

行

方
正

で

出
身

中

学
校

長

が

推

薦
し

た

健

康
な

生

徒
で

あ

る
こ

と

③

保
護

者

が

松
戸

市
の

住

民

基

本
台

帳
に

一

年
以

上

登

録
さ

れ
て

い

て

、

引

き

続
き

市

内
に

居

住

し
て

い

る
こ

と

④

市
内

（

特
別

な

事

情
を

除

く

）

に

居
住

す

る
確

実

な

連

帯
保

証
人

が

得
ら

れ

る
こ

と

。

受

付

期
間
・
：
第

一

回
＝

１

月
５

日

脂

～
2
5
日

團

、

第
二

回

＝
１

月

2
6日

金
～

３

月

１１
日

㈲

申

請

書
類

…

①
高

等

学
校
入

学

資

金
貸

付

申
請

書

②

出
身

中

学

校

長
の

推

薦

書

③
住

民

票

（
家

族

全

員
の

も
の

）
ま

た

は

外
国

人

登

録

済

証
明

書

④
収

入

を

証
す

る

も
の

（
父

母

ま
た

は

準
じ

る
人

の

あ
ら

ゆ
る

収
入

が

対

象

）

⑤
成

績

証
明

書

⑥
口

座

振
込

依

頼

書

汰

申
請
は

合

格

決

定

前
に
で

き
ま

す

。

醴

援
護
課

援

護

係

ワ

ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
、
ダ
イ
バ

ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ
半
ぎ
よ
人
、
胡
録

台
商
工

振
興
会
、
東
葛
優
秀
映
画

舞
台
芸
術
鑑
賞
会
、
大
橋
子
ど
も

会
育
成
会
、
仙
台
医
療
福
祉
専
門

学
校
、
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
会
、

ノ
ー
ブ
ル

グ
ル

ー
プ
・
千
葉
興
業

銀
行
馬

橋
支
店
、
飭
日
本
競
輪
選

手
会
千
葉
支
部
、
㈲
カ
ッ
テ

ィ
ン

グ
サ
ロ
ン
カ
ン
ナ

・
美
容
室
キ
ャ

ン
、
馬
渕
健
一
、
松
戸
市
観
光
梨

園
組
合
連
合
会
・
松
戸
市
梨
研
究

会
、
陽
会

、
田
村
裕
、
梨
本
美
代

、

渡
辺
忠
夫
、
笠
原
一
好
、
石

亀
喜

久
代
、
長
谷
川
好
尾
、
星
幸
会
、

鈴
木
吉
次
、
佐
藤
脩
二
、
牧
井
加
奈

江

、
ヘ
ア

ー
パ
レ
ッ
ト
、
縫
田
ふ

み
子

、
杉
山
ナ
ミ

、
小
山
ガ
ー
デ

ン
㈱
、
土
山
謙
治
、
岡
本
和
夫
、

松
戸
市
家
庭
婦
人
ス
ポ

ー
ツ

連
盟
、

明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
会
、
裸
に

な
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
観
よ
う

会

渡
辺
朝
生
、
黄
色
い

帽
子
の
会
。

松
戸
交
通
安
全
協
会
、
乗
原
恭
子
、

東
京
電
力
㈱
松
戸
営
業
所
、
日
本

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
㈱
、
マ

ブ
チ
モ

ー

タ
ー
㈱
、
㈱
的
場
製
餡
所
、
松
戸
西

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
八
柱
ダ
ン

ス
、
中
原
千
代
子
、
竹
次
徹
、
高
橋

宣
典
、
篠
原
政
男
、
鈴
木
薫
、
松
戸

東
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
畑
美
恵

医療機関マップ
市

内

の
医

療
機

関

・

福

祉

施
設

等
を

掲
載
し

た

「
医

療

機

関
マ

ッ

プ
」

を

、

市

政

協
力

委

員
を

通
じ

て

皆
さ

ん

の

家
庭

に

お
配

り

し

て

い

ま

す

。

ま

だ

届
い

て

い

な
い

人

は

、
最

寄

り

の

市

民

健
康

相

談

室
で

お

受

け

取

り

く
だ

さ

い

。

配

布

場

所
・
・・
各

支

所

・
市

役
所

市

民

健

康

相

談
室

。配

布

部

数
・
：
一

世

帯

一

部

紺
日

本
消
防
協
会
、
千
葉
県
交

通
安
全
施
設
業
協
会
、
大
倉
邦
夫
、

松
本
孝
雄
、
池
田

朴
山
、
松
戸
市

漁
業
協
同
組
合
、
日

本
た
ば
こ

産

業
㈱
、
常
盤
平
団
地
自
治
会
、
譛

日
本
宝
く
じ
協
会
、
荒
木
筆
義

〔
敬
称
略
・
順
不
同
〕

問
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

※
お
受
け
取
り
の
際
に
、
住
所
・
氏

名
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

医

療

機

関

マ

ッ

プ

の

訂

正

お
配
り
し
て
い

る
医
療
機
関
マ

ッ
プ
の
内
容
に
誤
り

が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
左
表
の

通
り
訂
正
い

た

し
ま
す
。

ページ･訂正内容 誤 正

10 診療科目 丸山医院　内 小外 小児 丸山医院　内 小児

26 診療所名 ●-9　はやしもと小児科 ●-9　はやしもとお小児科

26 位　置 ▲-4　新松戸薬局の位置
B-2

○-1　新松戸支所前ヶャ
キ通り側

36 診療科目休診日 タナカ矯正歯科 一般 矯正脯　水一日・祝〔金午後〕 タナカ矯正歯科　矯正肺 水・木・日・祝

44 位　置 ◆-4　あべ歯科医院の位置
B-3 A-4　 北小金駅前

50 地　区 旭神経内科病院　K-2 旭神経内科病院　K-1

60 予　接種昌 讚=。 日本脳炎 生後3～90ヶ月 日本脳炎 生後36～90ケ月

固
保
健
衛
生
課
庶
務
係

あ
な
た
の
健
康

子
宮
体
が
ん
と
検
診

子
宮
が
ん
は
子

宮
頚
が
ん
と

子
宮
体
が
ん
と
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
は
単
に

で
き
る
場
所
が
違
う
だ
け
で

な

く
、
好
発
年
齢
や
原
因
・
症
状
・

検
査
・
治
療
な
ど
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
近
年

子
宮
頚
が
ん
は
減
少
し
続
け
て

い
る
の
に
反
し
、
子

宮
体
が
ん

は
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
か
か
り
や
す

い
の
か

ん
検
診
対
象
者
に
基
準
が
あ
り
、

最
近
六
ヵ

月
以
内
に
不
正

出
血

の
あ
っ
た
人
の
う
ち
、
①
年
齢

が
五
十
歳
以
上
の
女
性
②
閉
経

後
の
女
性
③
妊
娠
の
経
験
が
な

く
て
月
経
不
順
の
女
性
、
以
上

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
と

な
っ
て
い

ま
す

。
し
か
し

、
こ

れ
ら
の
条
件
に
当
て

は
ま
ら
な

く
て
も
、
松
戸
市
で

は
医

師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
に

、
老
人

保
健
法
に
よ
る
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。

検

査

法

子
宮
内
膜
を
軽
く
こ

す
っ
て

採
取
し
、
顕
微
鏡
検
査
を
す
る

の
で

す
が
、
と
き
に
は

細
胞
が

採
れ
な
い

た
め
判
定
が
う
ま
く

で
き
ず
、
再
検
査
を
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
と

き
は
、
が
ん
の
疑
い

が
あ
る
か

ら
再
検
査
す
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
配
し
な
い
で
再

検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

無
症
状
の
う
ち
に
早
期
発
見

さ
れ
た
場
合
は
、
ほ
ぼ
百
％
の

治
癒
（
ゆ
）
率
で
す
し
、
治
療
も

比
較
的
小
規
模
で

済
み

ま
す
。

ま
た
、
老
人
保
健
法
の

実
施
時

期
以
外
の
と
き
で

も
、
産
婦
人

科
医
な
ら

ど
こ
で

も
検
査
で
き

ま
す
の
で

安
心
し
て

受
診
し
て

く
だ
さ
い

。
そ
の
と
き
は
健
康

保
険
証
も
お
忘
れ
な
く
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

子
宮
体
が
ん
に
か
か
っ
た
人

の
共
通
点
を
み

る
と

、
次
の
よ

う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

剛
五
十
歳
代
の
人
が
最
も
多
い

若
い
人
も
か
か
り
ま
す
が
、
閉

経
後
の
女
性
が
比
較
的
多
い

。

多
産
の
人
が
か
か
り
や
す
い

子
宮
頚
が
ん
と
異
な
り
、
独
身

者
や
出
産
経
験
の
な
い
女
性
。

㈹
閉
経
年
齢
が
か
な
り
遅
い
女

性
。

圉
肥
満
・
不
妊
・
月
経
異
常
の

人
な
ど
も
多
少
か
か
り
や
す
い

よ
う
で
す
。

な
お
、
健
康
あ
る
い
は
美
容

の
た
め
に
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

含

有
薬
を
勝
手
に

飲
み
続
け
て
い

る
人
は

、
検
診
の
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

。

松

戸

の

子

宮

体

が

ん

検

診

老
人

保
健
法
で
は
子
宮
体
が

道

路

の

不

法

使

用

は

や

め

ま
し

よ

う

車
道
や
歩
道
に
商
品
や
看
板
を
並
べ
て
営
業
す
る
こ
と
は
、

通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
行
為
は
や
め

ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

醋
道
路
課

市立松戸高校平成８年度入学生を募集

忘
れ
な
い
で
阪
神
淡
路
大
震
災

防災に関する催し物の案内

日 時 …1 ／16(火)～18(本)、 午 前 ８時30

分～ 午 後 ５時

会 場 …市 役所1 階 本館 新館 連絡 通路

日 時 …1 ／17(水)午 前10 時～ 午後 ３時

会 場… 市役 所１ 階 本館 新館 連絡 通路

写真・パネ

ル
の展示

防災用品
の
展示

そ
の
他

教
育
関
係
へ

を配布中
届いていない人は

最寄りの

市民健康相談室へ



火の用心

災害に備えて

日頃の

年末年始 火災

特別警戒実施中

川井敏久

この一年を振り返って

松
戸
市
消
防
出
初
式

会
場
は
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

新
春
怛
例
の
消
防
出
初
式
を
、

１
月
７
日
面

午
前
1
0時
か
ら
（
演

技
は
1
1
1
1

時
か
ら
）
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
地
図
参
照
）
で

行
い

ま
す
。

イ
キ
な
は
っ
ぴ
姿
の
は
し

ご
乗

り

、
消
防
音
楽
隊
の
フ

ィ
ー
ル
ド

ド
リ
ル

、
消
防
局
、
消
防
団
・
企

旱
い

も
の
で
、
今
年
も
残
り

わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。

古
来
、
亥
年
は
変
動
の
年
、

変
事
の

多
い
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
そ
の

例
に
も

業
自
衛
消
防
隊
・
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
・
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
合
同

消
防
演
習
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

当
日
は
会
場
付
近
の
住
民
の

皆

さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
と
と
も

に
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
式
典
の
み

を

消
防
局

講
堂
で

行
い
ま
す
。

問
消
防
局
総
務
課
登
6
3・
1
1
1

1
内
線
3
1
2
番

れ
ず
、
年
初
の

阪
神
淡
路
大
震

災
に
始
ま
り
、
サ
リ
ン
事
件
、

金
融
機
関
の
信
用
不
安
な
ど
、

次
か
ら
次
へ

と
大
き
な
事
件
や

出
来
事
が
生
じ
た
慌
た
だ
し
い

和
名
ヶ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の

竣
工
式

一
年
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
戦
後
五

十
年
の

節
目
の
年
に
も
当

た
り
、
平
和
の
尊
さ

、
未

来
に

向
か
っ
て

平
和
な
社

会
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ

と
の

大
切
さ
を
、
改
め
て

考
え

さ
せ
ら
れ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た

。

一
方
、
松
戸
市
の

状
況

に
目
を
転
じ
て
み

る
と
、

４
月
に
は
松
戸
市
行
政
リ

ス
ト
ラ

市
民
会
議
の

皆
さ

老人保健制度

70歳以上が
対象です

七
十
歳
（
ね
た
き
り
老
人
等
は

六
十
五
歳
）
以
上
の
人
は
、
老
人

保
健
法
に
よ
っ
て
、
老
人
保
健
制

度
の

も
と
で

診
療
を
受
け
る
こ

と

に

な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険

や
職
場
の
健
康
保
険
、
共
済
組
合

等
の
加
入
者
（
被
保
険
者
や

扶
養

家
族
）
と
し
て
医
療
機
関
に
か
か

っ
て
い
た
人
が
、
七
十
歳
に
な
っ

て

、
そ
れ
ま
で
の

保
険
証
に

健
康

手
帳
を
加
え
て

提
示
す
る
と
、
一

部
負
担
金
（
外
来
千
十
円
／
月
・

入
院
七
百
円
／
日

）
だ
け
で

診
療

を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ん

か

ら

最

終
提

言

を
い

た

だ

き

、

庁

内

挙

げ
て

リ

ス
ト

ラ

実

施

計

厠

の

策

定
に

取

り

組
ん

で

ま
い

り

ま

し

た

。
そ

し
て

ぃ１１
月

に

実

施
計

画

「
ふ

れ

あ
い

未

来
2
1
」

案
が
で

き

あ
が

り

ま
し

た

の
で

、

市
民

の

皆

さ
ん

に

お

知
ら

せ

し

た

い

と

思
い

ま

す

（

詳

細
に
つ

い
て

は

１

月
2
0
日

号

の

広

報
で

お

知
ら

せ

す

る

予
定
で

言

。

ま

た

今

年
か

ら

、

二
〇

二

〇

年
の

松

戸

市
の

指

針

と
な

る

新

た
な

総

合

計
画

の

策

定

も
始

ま

り

ま

し

た

。

将

来
の

松

戸
の

ま

ち

づ
く

り
に

市
民

の

皆

さ
ん

の

声
を

ど

ん

ど
ん

取

り
入

れ
て

い

き

た

い

と

考
え
て

い

ま
す

。

５

月

か
ら

は

支

所

機
能

の

強

年
々
高
齢
化
が
進
み
、
受
給
者

の
増
加
と
と
も
に

老
人
医

療
費
も

伸
び
て
い
ま
す
。
老
人
保
健
制
度

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

皆
さ
ん

、
健
康
に
は
十
分
注
意

し
ま
し

ょ
う
。

固
老
人
保
健
課

化

に

努
め

ま

し

た

が
、

市

民
の

方

か

ら

対
応

が

早
く

な

っ
た

と

の

声

を
い

た

だ

き

、
大

変

う

れ

し

く

感
じ

ま

し

た

。

毎

年

行
わ

れ
て

い

る

恆

例
の

防
災

訓

練

も
、

今

年
は

阪

神

淡

路
大

震

災
を

教
訓
に

、
よ

り

実

践
的

な

形
で

行

い

ま
し

た

。

防

災

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
に

多

数
の

方

か

ら

ご

応

募

い

た

だ

い

た

ほ

か

、
市

民
の

方

に

も

今
ま

で

に

な

い

ほ

ど

ご

参
加

い

た
だ

き

、

震
災

に

対

す

る
市

民

の

皆
さ

ん

の

関
心

の

高

さ
を

痛

感
し

ま

し

た

。
安

全
な

ま

ち

づ
く

り
に

、
よ

り

一

層

力
を

入

れ
て

ま

い

り

た

い

と

思
い

ま

す

。

1
1
1
1

一
月
に

は

、

足

掛
け

五

年
に

12月議会終わる

市長の資産等の

公開に関する条例

の制定などを審議

1
2月
定
例
市
議
会
が
1
2月
６
日

困
か
ら
1
8日
㈲
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し

た
。

審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

マ
平
成
７

年
度
松
戸
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）

…
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
円
を

追
加
し

、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
七
十
億

六
千
六
百
八
十
八
万
八
千
円
と
す

る
。

マ
政
治
論
理
の
確
立
の

た
め
の
松

わ
た
っ
て

建
設
を
進
め
て
き
た

最
新
鋭
の

和
名
ヶ
谷
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
市
の
ご

み
対
策
が
前
進
し
ま
し

た
。

ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

際
に
一
億
五
千
万
円
を
超
え
る

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
大
倉
邦
夫
さ
ん
か
ら
大

谷
口
城
址
の
公
園
整
備
に
約
二

億
九
千
万
円
の

ご
寄
付
を
頂
戴

す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
厚

情
に
感
激
い
た
し
ま
し

た
。

改
め
て
御
厚
意
を
い
た
だ
い

た

皆
様
方
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
て

市
政
に
取
り
組

ん
で

ま
い
り
ま
し

た
が
、
忙
し

戸

市

長

の

資

産
等

の

公

開
に

関

す

る

条
例

の

制

定
に

つ

い

て
・・・
市

長

の

資

産
等

を
公

開

す

る

措

置
を

講

ず
る
こ

と
に

よ
り

、

政

治

倫
理

の

確

立
に

資

す

る
た

め

マ
松

戸

市
ス

ポ
ー

ツ

施

設

条

例
の

一

部
を

改

正

す

る

条
例

の

制

定
に

つ

い

て
・
・・
和

名
ケ

谷

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー・
に

ス

ポ

ー
ツ

施

設

を

設
置

す

る

た
め

マ

松

戸
市

証

紙

条

例
を

廃

止

す

る

条

例

の
制

定

に
つ

い

て

…

市

民
の

利

便

を

考
慮

し

、

証

紙
に

よ

る

収

入

の

方
法

を

廃

止

す
る

た

め

マ

松

戸
市

立

図

書

館
設

置

条

例
の

一
部

を

改
正

す

る

条

例
の

制

定
に

つ

い

て

…

和
名

ケ

谷

ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ

ー
に

図

書

館

分
館

を

設

置

す

る

た

め

マ

松

戸

市
廃

棄

物

の

減
量

及

び

適

正

処

理
に

関
す

る

条

例
の

一
部

を

改

正

す

る

条
例

の

制

定
に

つ

い

て

・
：
廃

棄

物

処
理

手

数

料
の

改

定

を

図
る

た

め

マ
松

戸

市

水
道

事

業

給

水

条
例

の

一
部

を

改
正

す

る
条

例
の

制

定

に

つ

い

て

…

水

道
料

金

等
の

改
定

を

図
る

た

め

い

た
め
皆
さ
ん
と
お
会
い
し

、

お
話
し
を
す
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
の
が
心
残
り
で
す
。
来
年

は
も
う
少
し
ゆ
と
り
を
持
て
た

ら
と
思
っ
て
い

ま
す

。

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

、

間
も
な
く
や
っ
て

来
る
新
年
が

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す

。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
市
政
に
対
し
て

ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い

言

月
末
現
在
二
百
二
十
八

件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
6
6）
2
3
0
1

番

１
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
謄
抄
本
な
ど
の

交
付
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

国
の
戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
に
よ
り

、
１

月
１

日
か
ら
、
戸

籍
謄
抄
本
な
ど
の
交

付
手
数
料
が
改
定
に
な
り
ま
す

固
市
民
課
・

各
支
所

申 請 内 容 現 行 額 改 定 額

戸籍の謄抄本

または記録事項証明書
１通　400円 １通　450円

除籍の謄抄本

または記録事項証明書
１通　700円 １通　ｱ50円

戸籍に記載した事項に

関する証明

証明事項

１件　300円

証明事項

倡牛　350円

除籍に記載した事項に

関する証明

証明事項

刊牛　400円

証明事項

刎牛　450円

届出・申請の受理証明書

または届出書、その他の

書類の記載事項の証明書

１通　300円 １通　350円

上質紙を用いた受理証明

書（婚姻・離婚・養子縁

組・養子離縁又は認知の
届出）

１通

1,300円

１通

1,400円

届出書その他の書類の閲

覧

書類 訓牛

300円

書類 川牛

350円

平

成

８

年

度

建

設

工

事

等

入

札

参

加

資

格

診

査

申

請

（
中

間

）

受

け

付

け

受
付
日
時
２
月
1
9日
㈲
～
2
3日

謝
の
間
の

午
前
９

時
3
0分
～
幵一
時

3
0分

と

午
後
１

時
3
0
分
～
４

時

会
場
市
役
所
別
館
地
下
二
階
資
料

整
理
室
　
対
象
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
等
コ
ン
サ
ル

業
務

を
受
注
で
き
る
業
者
、
そ
の
他
建

設
資

材
等
を

納
入
で

き
る

業
者

申
請
書
土
木
部
管
理
課
で
配
布

寮
中

間
年
の

受
け

付
け
で

す
の

で
、
資
格
は
一
年
間
で
す
（
平

成
七
年
・
八
年
度
で
手
続
き
済

み
の
場
合
は
不
要
）
。

※
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
つ

ど
変
更
届
が

必
要
で

す
。

固
土
木
部
管
理
課

文

化

ホ

ー

ル

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

使

用

貸

し

出

し

を

受

け
付

け

１
月
５
日
窗
午
前
1
0時
　
会
場

文
化
ホ
ー
ル

講
座
室
　

使
用
期
間

４

月
２
日
㈹
～
６
月
3
0日

収
　
持

ち
物
使
用
料
金
、
社
会
教
育
関
係

団
体
登
録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

固
文
化

ホ
ー
ル
＆
6
7・
7
8
1
0

番

動

く

物

価

教

室

１

月
2
4
日

困

午

前

８

時
4
0

分

Ｊ

Ｒ

千

葉

駅

前

集

合
　

対

象

十

八

歳

以

上

の

県

内

在

住

者
　

定

員

三

十

人

（

応

募

多

数

の

場

合

は

抽

選

）

内

容

バ

ス

で

回

る

生

産

流

通

施

設

見

学
　

費

用

無

料

（

昼

食

付

言

惠

１

月

い１１一
日

水

〔

必

着

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名

・

年

齢

・
電

話

番

号

・
「

勣

く

物

価

教

室

参

加

申

し

込

み

」

と

記

入

し

て

、

〒
2
6
0－

肌

千

葉

中

央

郵

便

局

私

書

箱

四

十

号

千

葉

県

企

画

部

県

民

生

活

課

企

画

調

整

係

（

登
0
4
3・
2
2
3・

2
2
9
9

番

）
　へ

野

鳥

の

写

真

コ

ン

ク

ー

ル

出

品

作

を

募

集

内
容
野
鳥
を
題
材
に
し
た
カ
ラ

ー
・
白
黒
の
キ
ャ
ビ
ネ
以
上

、
四

ツ
切
り
ま
で
の
写
真
（
未
発
表
作

品
に
隕
る
。
巣
の
近
く
の

写
真
は

不
可
）

惠
２
月
2
3日

窗
ま
で

に
、
応
募
用

紙
（
各
支
所
・
当
財
団
で
配

布
）

を
作
品
の
裏
に
張
っ
て

、
直
接
ま

た
は
郵
送
で

〒
万一
松
戸
市
千
駄
堀

二
六
九
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
嬲
ま

つ

ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
（
容

4
5・
9
8
4
6

番
）
　へ

市長室・発



平成８年４月１日以降の保育所( 園) の入所申請を次により受け付けます。

入所要件…児童の保護者が、

①昼間居宅外で労働している。

②昼間居宅内で児童と離れて日常の家事以外の労働をしている。

③妊娠中または出産後間がない( 出産月をはさんで、前後２ヵ月以内)

④疾病、負傷または心身に障害を有している。

⑤長期にわたる病人や心身に障害のある同居の親族を常時介護している。

⑥震災、風水害、火災、その他の災害の復|日に当たっている。

※保護者以外の人が児童の保育をできる場合は除かれます。

※児童が集団保育に不適当と認められるときは、入所できない場合もあ

ります。

※２人以､上の就学前児童がいる場合は、その全員の入所申請がなければ、

原則として入所できません。

受付期間…１月旬日啻～31日(水)

受付場所…保育所課

申請書の配布…12月20日(水)から、保育所課または各保育所(圜)で

※現在入所中の人、入所申請中の人で平成８年度も引き続き入所を希望

する場合も、新たに申請してください。

入所決定通知…訪問調査、書類審査の後、平成８年３月中旬にお知らせします。

羶]ｲ呆育所課措置係

保育所(園)入所案内
平成８年度

入所申請を受け付けます

市内保育所(園)一覧

※設置主体 「社福」…社会福祉法人立√市」…市立　 ※年 齢資格　来年４月1 日 現在の満年齢です。

※延長保育を含めた保育時間　Ａ…(月～金)＝午前フ時～ 午後 フ時、出 ＝午前フ時～ 午後５時

Ｂ …(月～ 金)＝午前フ時30分～午後６時30分、(二L)＝午前フ時30分～午後５時　Ｃ…時間が異なり

ますので各保育所(園)に直接お問い合 わせく ださい。

運 菘

一計

４

噸

Ｗ

午前６時10分

フ時

11時30分

午後1 時

３時30分

６時

成

田

空

港

直

行

バ
ス

の

運

行

時

刻

が
変

更

さ

れ

ま

し

た

利
用
者
が
便
利
な
よ
う
に
運
行

時
刻
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

森

の

ホ

ー

ル

剥一
の

休

館

日

を

変

更

し

ま

す

１
月
1
5日

脚
は
成
人

式
の
た
め

開
館
し
ま
す
の
で
、
1
6日
㈹
は
臨

時
休
館
し
ま
す
。

蠢
森
の
牛
・‐Ｉル
2
1四
8
4・
5
0
5

0
番

埋

蔵

文

化

財

発

掘

調

査

作

業

員

の

募

集

説

明

会

1
2月
2
6日
㈹
午
後
２
時

会
場
教
育
委
員
会
六
階
会
議
室

（
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
）

黯
社
会
教
育
課
文
化
財
係
四
6
6・

7
4
6
2

番

父

子

家

庭

に

児

童

養

護

費

を

助

成対
象
婚
姻
解
消
・
死
亡
・
生
死
不

明
な
ど
の
た
め
、
母
に
養
育
さ
れ

て
い
な
い
十
八
歳
以
下
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父

が
出
張
・
病
気
・

入
院
な
ど
の
事
情
で

、
一
時
的
に

児
童
の
養
育
・
世
話
を
家
政
婦
な

ど
に
委
託
し
報
酬
を
支
払

っ
た
場

合
（
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
が

一
人
い
る
こ
と
。
所
得
制
限
あ
り
）

助
成
日

数
一
ヵ
月
五
日
以

内
　
助

成
額
一
日
七
千
二
百
円
（
一
時
間

九
百
円
）
を
限
度
　

必
要
書
類
費

用
の
明
細
書
（
領
収
書
）・
所
得
証

明
書
ほ
か

黷
援
護
課
援
護
係

保育 時間 …原則とし て 、午 前８

時30 分～ 午 後５ 時で す。なお 、

仕 事な ど の都合 で 時間 外保 育

を 希望さ れる 人に は、保 育 時

間の延 長を 行っ てい ま す。

休所( 園) 日…日 曜 ・祝日 ・年 末

年 始 が休 みで す。夏 休 みの よ

う な長 期的 な 休 みはあり ま せ

ん。

保育年齢…保育所(園)によって

異なりますが、○歳から就学

前までお預かりしています。

保育料…各家庭の前年分所得税

と、前年度市民税および固定

資産税の課税額をもとに、算

定します。

給食…園児の健康を守るため、

バランスの取れた完全給食を

行っています。

危

険

物

安

全

週

間

推

進

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

標

語

を

募

集

内
容
危

険
物
災
害
の
防
止
と
危

険
物
の
貯

蔵
・
取
り
扱
い
の

安
全

を
呼
び
か
け
る
標
語
（
発
表
は
入

選
者
の
み
。
入
選
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
。
未
発
表
作
に

隕
亘

惠
1
2月
2
7日
困
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ

ー
枚
に
標
語
一
点
（
厳
守
）

と
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
1
0
5
東
京
都
港
区
虎

ノ
門
ニ

ー
九
ｉ
十
六
日
本
消
防
会

館
五

階
縋
全
国
危

険
物
安
全
協
会

内
危
険
物
安
全
週

間
推
進
協
議
会

（
0
3・
３
５
９
７

・
8
3
9
3

番
）

へ※
不
備
の
あ
る
応
募
作
品
は
無
効

1
2月
2
8日
閑一
は
、
市

・
県
民
税

の
第
四
期
納
期
限
で
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
、
期
限
内
に
納
入

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す

。

残

収
納
課

明

る

い
社

会

づ

く

り

ポ

ス

タ

ー

コ

ン

ク

ー

ル

展

「
思
い
や
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

内
の
小
・
中
学
生
か
ら
四

千
八
百

二
十
四
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し

た
。
審
査
の

結
果
、
県
展
で
二

百

九
十
八
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

銅
賞
以
上
の
百
二
十
点
を
展
示
い

た
し
ま
す
。

１
月
５
日

窗
～
1
2日
庖
　
会
場

市
役
所
一
階
新
館
本
館
連
絡
通
路

蠢
明
る
い
社
会
づ
く
り
松
戸
事
務

局
｛
1
6
5・
7
3
8
9

番

黷

成
田

空

港

交

通
㈱

成

田

営
業

所

容
〇
４

７

叭
）
・
3
5
・
９
吋
ｊ
９
乙
１

番

明

る

い
選
挙
習

字

作
品
募

集

内
容
明

る
い
選
挙
を
推
し
進
め

る
こ
と
を
表
す
も
の
（
例
＝
正
し

い

Ｉ
票
の

び
ゆ
く
松
戸
）
　

応
募

資
格
市
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校

生
　
規
格
画
仙
紙
（
縦
八
十
三
惣

×
横
二
十

∵

五
言

惠
１

月
1
6日
次
ま
で
に

、
市
内
通

学
者
は
学
校
を
通
じ
て

、
市
外
通

学
者
は
直
接
選
挙
管
理
委

員
会
へ

蠢
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

保育所(圜)名 設置主体 年齢資格 所　在　地 電 話 保育時間

つ ぼ み 保 育 園 社福 産休明 上矢切1101 －2 068-7811 番 Ａ

松 戸 南 保 育 園 社福 産休明 小山523-5 Q68-0366 番 Ａ

小　羊　保　育　園 社福 産休明 上矢切113 062-5916 番 ０

梨 香 台 保 育 所 市 ６力月 高塚新田494-9 091  -3710番 Ａ

平　和　保　育　園 社福 産休明 岩瀬608-6 酋6アー0123番 ０

野 菊 野 保 育 園 社福 産休明 野菊野5 065-8385 番 Ａ

二十世紀ヶ丘保育所 市 ６ヵ月 二十世紀が丘戸山町Z3 き91 －2200番 Ｂ

松 ヶ 丘 保 育 所 市 ６ヵ月 松戸新田554 -2 Q68-9 摺 番 Ｂ

上 本 郷 保 育 園 社福 産休明 上本郷2292 O66-0675 番 ○

北 松 戸 保 育 所 市 ６ヵ月 上本郷3870 Q62-8282 番 Ａ

稔　台　保　育　園 社福 産休明 稔台610づ 公62 －5536番 Ａ

松戸乳児センタ ー 社福 産休明３歳末満 松戸新田597 哨2づ610番 Ａ

子 す ず め 保 育 園 社福 産休明 日暮1丁目8－4 昔8アー98Z4番 Ａ

八 景 台 保 育 園 社福 産休明 松戸新田605－58 酋叫－ｱ802番 Ａ

八　柱　保　育　所 市 ６ヵ月 日暮4丁目5－2 き92-2955 番 Ｂ

金 ヶ 作 保 育 園 社福 産休明 金ヶ作306 085-8863 番 Ａ

三　空　保　育　園 社福 産休明 金ヶ作216づ ０ f18∠1-6959番 Ａ

常 盤 平 保 育 所 市 １　歳 常盤平西窪町竹－ｱ 公8アー6762番 Ｂ

パ ン ダ 保 育 所 市 ６力月 常盤平3丁目25 O86-0802 番 Ａ

牧 の 原 保 育 所 市 ６ヵ月 牧の原2－6 Q85-0997 番 Ｂ

松 飛 台 保 育 所 市 産休明 日暮820-19 昔8∠1-2421番 Ｂ

六 実 保 育 所 市 ６力月 六高台1丁目40 き85 -0998番 Ａ

さ わら び 保 育 園 社福 産休明３歳未満 栄町3丁目183 酋62-1530番 Ａ

古 ヶ 崎 保 育 所 市 ６ヵ月 古ヶ畸4丁目3617 S67-9981 番 Ｂ

古ヶ 崎第二保育所 市 ６ヵ月 古ヶ崎1丁目2994 O63-4004 番 Ｂ

い わ さ き 保 育 園 社福 産休明 西馬橋3丁目49-2 が1 -0941番 ○

け やきの森保育 園 社福 産休明 中和倉331 酋44-5026番 Ａ

松戸ひぱり 保育 園 社福 産休明３歳末満 西馬橋1丁目28-16 O46-0336 番 Ａ

馬　橋　保　育　所 市 ６力月 三ヶ月153∠1 O42-1097 番 Ｂ

馬 橋 西 保 育 所 市 ６ヵ月 西馬橋広手町123 音羽－8001番 Ａ

新松戸ベビ ーホーム 社福 産休明３歳末満 新松戸6丁目118-1 音羽-3222 番 Ａ

新松戸中央保育 所 市 ６ヵ月 新松戸3丁目111 昔4∠1－ｱ221番 Ａ

新松戸南 部ｲ呆育 所 市 ６ヵ月 新松戸南2丁目伊 昔44－0010番 Ｂ

新 松 戸 北 保 育 所 市 ６力月 新松戸ｱ丁目145 S46-5 摺 番 Ｂ

小 金 西 保 育 所 市 ６力月 新松戸北2丁目253-3 き45一4994番 Ｂ

小 金 北 保 育 所 市 ６ヵ月 中金杉3丁目192 昔44一司55番 Ａ

小　金　保　育　所 市 ６ヵ月 小金444 登司-264 ∠1番 Ａ

さ く ら 保 育 園 社福 産休明 小金原4丁目3アー笥 昔42－066竭 Ｏ

若　芝　ｲ呆　育　園 社福 産休明３歳未満 小金原8丁目19-20 Q43-1762 番 Ａ

小 金 原 保 育 所 市 ６ヵ月 小金原6丁目4－2 昔4卜2 泌 番 Ｂ

コ フフ ラ 保 育 所 市 ６ヵ月 小金原4丁目6 S43-1262 番 Ｂ

貝 の 花 保 育 所 市 ６力月 小金原8丁目11-1 Q44-0020 番 Ｂ

保育所（園）って

こんなところ



文 化 ホ ー ル

企 画 展

(≫67-7810番)

『
開
か
れ
る
宇
宙
時
代
』

日
本
人
と
し
て

初
め
て
ス

ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
に
搭
乗
し
た
、
宇
宙

飛
行
士
毛
利
衛
さ
ん
や
向
井
千
秋

さ
ん
の
誕
生
は
、
広
く
宇
宙
へ
の

関
心
を
呼
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
来

た
る
べ
き
宇
宙
時
代
の
到
来
を
予

感
さ
せ
ま
し
た
。

来
年
１

月
に
は
、
日
本
が
独
自

の
技
術
で
開
発
し
た
Ｈ
―
Ⅱ
ロ
ケ

ッ
ト
に
よ
っ
て
打
ち
上

げ
ら
れ
た

人
工
衛
星
Ｓ
Ｆ
Ｕ

を
、
若
田

光
一

飛
行
士
が
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
に

乗
っ
て

回
収
す
る
予
定
で
す
。

宇
宙
開
発
も
新
し
い
国
際
協
力
の

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

文
化

ホ
ー
ル
で
は
こ
れ
を
機
会

に
、
日

本
が
進
め
て
い
る
宇
宙
開

発
の
現
状
に
つ
い
て
、
写
真
パ
ネ

ル
や
模
型
な
ど
を
展
示
し
て

解
説

し
ま
す
。

ま
た

同
時
に

、
宇
宙
の
夢
を
テ

ー
マ
に

創
作
を
続
け
る
ス

ペ
ー
ス

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
石
原
敏
雄
氏
の
作

品
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

主な展示品

①日本の宇宙開発の写真解説パネルフ5点

②宇宙ステーション・ロケット・スペース

シャトルの模型など

③毛利・向井飛行士がスペースシャトルで

着用した衣類･生活用品･宇宙食など

④向井飛行士と宇宙へ行ったメダカの３世

⑥スペースアーティスト石原敏雄氏の宇宙

画24点

⑥宇宙飛行士チャレンジコンビユーターフ

イズ

⑦ＮＡＳＡスペースシャトル搭載証明書付

き松戸市章（若田飛行士の乗るスペース

シャトルに搭載し、帰還後贈呈されるも

ので、２月中旬から展示）

毛
利
宇
宙
飛
行
士
が
、
宇
宙
へ

持
っ
て
行
っ

た
宇
宙

食
（
写
真
提
供
　

宇
宙
開
発
事
業
団
・
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

）

関連行事にご参加ください。

期 間

９月10 日(水)～ ３月 フ日 内

午前10 時 ～ 午後ら 時

会場

文化ホ ール

(松戸 駅 西口 徒 歩５分)

入場　 無 料

※月 曜日 は 休館

テーマ 日　時 講　師 対象萱員 費用

バブロケツト

を作って飛ば
そう

1 /13C土)
午後２時～

３時30分

財日本宇宙少

年団
新つくば分団

小学校４
年生以上

30人

無料
ギャラリートー
ク　宇宙の魅力

を語る

20(土)

午後
２時～

３時30分 スペースアーティスト石原　敏雄氏

'20歳以上
30人

日本人宇宙飛

行士の活躍
27山

午前佃時30分
～正午

宇宙開発事業
団
宮里　光憲氏

小学校４

年生以上
30人

※１月20日出 午後２ 時から 、先着300人 にスペースフフート ポ スタ ーを

を差し上げま す。

陲]20日(水)午 前10時から 電話で文化ホう レ昔6アー7810番へ

ごみ収集とし尿のくみ取り
年末年始のごみ収集とし尿のくみ取りは12月30日出までです。

新年は１月４日(本)から開始します。

年末はごみ量が増加します。分別を守って、計画的に集積所に

出してください。

年内にし尿のくみ取りが必要な場合は、早めに連絡してくださ

い。

ごみの最終収集日と収集開始日

年
末
年
始
の

お
休
み

市の施設のお休み

燃
や
せ
る
ごみ

収集曜日 12月最終収集日 １月収集開始日

宍

ﾝみ

IR

旨

収集曜日 12月最終収集日 １月収集開始日

月･水･金地区 29日應 ５日啻 月　曜　地区 25日(月) ８日(月)

火･木･士地区 30日出 ４日困 火　曜　地区 26日(火) ９日(火)

燃
や
せ
な
い
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 １月収集開始日 水　曜　地区 27日團 10日冰）

月・水　地区 27日(水) ８日(月) 木　曜　地区 28日内 ４日困

火・木　地区 28日困 ４日困 金　曜　地区 29日宙 ５日忠

水・金　地区 29日宦 ５日忠 土　曜　地区 30日出 ６日出

木・土　地区 30日出 ４日附 ※12/23'出は祝日ですが､ごみの収集とし尿の
くみ取りを行います。

黷清掃業務課業務第１係(ごみ)、業務第２係

(し尿)

月・金　地区 29臼忠 ５日忠

火・土　地区 30日出 ６日出

鵞松戸保健所 容61 － 21 21番松戸保健所のお休み
一 般 健 康 相 談 12月19日(火)～１月７日旧)

腸 内 細 菌 検 査 12月19日伏)～１月７日日

飼い犬・猫の引きとり 12月22日廊～１月10日冰）

二 大 之上
12月 １月

26(火) 27 冰）28内 29宙 30(土) 31(日)１呪 ２(火)３團 ４困 ５愬

市　 役　 所　　　　支　 所

市　 民　 セ　 ン　 タ　 ー

市　　　立　　　 病　　　 院

福祉医療センタ ー東松戸病院

中 央 ・ 小 金 保 健 セ ン タ ー

勤　　　 労　　　会　　　 館

消 費 生 活 セ ン タ ー

森　 の　 ホ　 ー　 ル　21

市　　　民　　　 会　　　 館

市　　　民　　　 劇　　　 場

ユ ー カ Ｕ 交 通 公 園

自　 転　車　保　管　場　所

常 盤 平 児 童 福 祉 館

女性セン ター( ゆう まつど)

図 書 館（ 本 館 ・ 分 館 ）

市　　立　　博　　物　　 館

戸 定 が 丘 歴 史 公 園

文　　化　　ホ　　 ー　　ル

青 少 年 会 館( 本 館 ・ 分 館)

矢｀　切　 公　 民　 館

東 部 ス ポ ー ツ パ ー ク

健 康 増 進 セ ン タ ー

運　　　動　　　 公　　　 園

常 盤 平 ・ 小 金 原 体 育 館

21 世 紀 の 森 と 広 場

パ　ー　ク　セ　ン　タ　ー

自　　 然　　観　　察　　舎

六和クＵ－ンセンター内青松園

クリーンセンター内温水プール 11:00
ま で

８日まで休み

クリーンセンター体育室･テニスコート 辟o

六実 高柳老人 福祉センタ ー 13:00
ま で

老人福祉センター(六実高柳を除く)

斎 場 ・ 北 山 市 民 会 館 友引

※森のホール21チケット センターは12/28～1/4 の間はお休みします。

償
却

資

産
（

固

定

資

産

税

）
の

甲

告

は

１

月
3
1
日

ま

で

に

申
告
を
必
要
と
す
る
人
平
成
８

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
事
業

用
の

償
却
資
産
（
市
内
の
他
の
事

業
所
に
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を

含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
個
人
・

法
入
で
、
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

償
却
資
産
の
内
容
土
地
お
よ

び
家

屋
以

外
の
事
業
の
た
め
に
使
う
こ

と
の
で
き
る
資
産
で
、
次
の
よ
う

な
も
の
①
構
築
物
（
構
内
舗
装
・

広
告
設
備
・
塀
な
ど
）
②
機
械
・

装
置
（
原
動
機
・
工
作
・
土
木
・

物
品
加
工

等
の
各
種
機
械
装
置
な

ど
）
④
航
空
機
（
飛

行
機
・
ヘ
リ

コ

プ
タ
ー
な
ど
）
⑤
車
両
・
運
搬

具
（
動
力
運
搬
車
・
大
型
特
殊
自

動
車
な
ど
）
⑤
工
具
・
器

具
・
備

品
（
机
・
口

″
力
１
・
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
・
応
接
セ

少
ト

ー
パ
ソ
コ
ン

ー
ワ

ー
プ
ロ
な
ど
）
　
　申
告
期
限

法
定
申
告
期
限
は
１
月
3
1日
困
で

す
が
、
事
務
処
理
の
都
合
上
１
月

2
2囗
㈲
ま
で
に

申
告
し
て

く
だ
さ

い
。

奈
正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た
場
合
に
は
、
過
料
な
ど
を
科

さ
れ
た
り
、
不
利
益
な
扱
い
を

受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

翹一
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

平

成
８

年

松

戸

市

成

人

式

受
付
開
始
１
月
1
5日
前
、
一
回

目
午
前
９
時
3
0分
・
二
回
目
午
後

１
時
　

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
対

象
昭
和
5
0年
４

月
２
日
～
5
1年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
市
民
（
対
象
者

に
は
通
知
を
発
送
済
み
）
内
容
式

典
、
和
太
鼓
の
演
奏
、
城
戸
真
亜

子
＆
富
田

隆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

※
式
典
に
は
手

話
が
つ

き
ま
す
。

新
京
成
八
柱
駅

北
口
か
ら
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で

、
車

で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

蠢
青
少
年
会
館
。‘
4
4・8
5
5
6
番

固

定

資

産
（

家

屋

）
の

調

査

に

ご
協

力

を

平
成
７

年
中
に
新
築
圭
た
は
増

改
築
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で

、
調
査
に

ご
協

力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し

二

部
を
含
む
）
や
所
有
者
の
住
所
変

更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い

。

雋

資
産
税
調
査
課

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

1
2月
2
1日

團
午
後
２

時
3
0分
か

ら
　

会
場
教
育
委
員
会
五
階
会
議

室固

教
育
委
員
会
総
務
課
四
6
6・
7

4
6
0

番

パークセンター(21世紀の森と広場)１月の催し物

行 事 名 日 時 講　　師 対象･定員

こども自然体験

｢虫の冬ごし・
落ち葉めくり｣

１／６圉

午後１時30

分～３時

自然解説員
川端　祥子氏

首藤美恵子氏

小学生
先着20人

園芸教室
｢庭木の

病害虫防除｣

1 /17C水)
午後１時30
分～３時

みどりの相談員
田口　峯男氏

先着20人

園芸教室

｢園　芸　用　士｣

1 / 24C水)
午後１時30
分～３時

みどりの相談員
小林鶴太郎氏

先着20人

自然観察会
｢冬鳥

ウォツチンブ｣

1 /27山

午前10時
～正午

山階鳥類研究所

鶴見みや古氏
先着30人

みどりの講習会
｢洋らんの作り方｣

1 /2ff日)午
後１時30分
～３時3G分

松戸闌友会会員 先着40人

費用 …無料[ 嗣20日(水)から 電話でハーフセンタ ーO45-8900 番へ



市役所の代表電話ぱ一661111

ス

ポ
ー
ツ

市

民

バ

ド

ミ

ン
ト

ン

ミ

ッ

ク

ス

ダ

ブ

ル

ス

大

会

１

月
1
4
日
照

午

前
８

時
3
0
分

～
午

後
７

時
　

会
場

運
動
公

園

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用
協
会
登
録
者
一
人
千
二
百
円

、

未
登
録
者
一
人
千
五
百
円
　

種
目

一
部
～
四

部

匣
1
2月
2
8日
困
ま
で
に
参
加
費
用

を
所
定
の

振
込
用
紙
で
前
納
、
ま

た
は
現
金
書
留
で

〒
2
7
0
松
戸
市
小

金
原
九
－

ニ
ー
十
二
磯
野
照
磨
へ

固
長
谷
川

容
4
1・
7
9
2
5

番

ア

ー

チ

ェ

リ

ー
教

室

１
月
2
1日
～
３

月
1
7曰
の
毎
週

日

曜
日

（
全
九
回

、
午
後
１

時

～
３
時
　

会
場
運
動
公
園
　

費
用

無
料
　
定
員
先
着
三

十
人

圃
電
話
で

、
ま
た
は
直
接
運
動
公

園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口
（
昔
6
3・

9
2
4
1

番
）
　へ

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

小

金

新

春

親

子

マ

ラ

ソ

ン

ー
月
２
日
㈹
午
前
1
0時
ス
タ
ー

ト

雨

天
の

場
合
３
日

團
に
延
期
）

会
場
小
金
北
小
学
校
　
種
目
五
諺

の
部
（
中
学
男
子
・
高
校
生
・
一
般

男
子
）・
三
劭
の
部
示

学
生
・
中
学

女
子
・
一
般
女
子
）
　
費
用
無
料

圃
当
日
午
前
９
時
～
９

時
3
0分
の

間
に
直
接
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
藤
咲
昔
4
4・

9
2
4
8

番

市

内

高

等

学

校

親

善

サ

ッ

カ

ー

大

会

1
2月
2
3日

㈲
～
2
5日

側
、
午
前

1
0時
か
ら
（
2
3日
午
前
９

時
か
ら

開
会
式
）
　

会
場
運
動
公
園
　

内

容
市
内
の
高
校
九
校
、
招
待
三
チ

ー
ム
に
よ
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
　

費

用
無
料

題
松
戸
市
体
育
協
会
登
6
9・
2
0

3
0
番

松

戸

東

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例

会１
月
９
日
㈹
午
後
３
時
3
0分
開

演
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
影
絵

劇
団
か
か
し
座
「
ニ

ー
ル

ス
の
ふ

し

ぎ
な

旅
」
　

費
用
三
千
五
百
円

（
会
員
以
外
）

醴
松
戸
東
子
ど
も
劇
場
・
荒
井
昔

8
4・
Ｏ
［
Ｄ
Ｏ
ｔ４
‘番

市

内

在

住

干

葉

県

美

術

展

入

選

者

展

1
2月
2
1
日

困

～

１

月
一
‥１１
日

困

と

１

月
1
3
日
出

～
3
0
日

㈹

〔
1
2
月
2
8

日

～

１

月
４

日

・
1
7
曰

・
2
4
日

を

除
く

〕
、

午

鰹

……一
時

～
午

後
６

時

会

場

ア

ー

ト

ス

ポ

ッ

ト

ま

つ

ど

（
伊

勢

丹

松

戸

店

新

館

九

階

）

費
用

無

料

問
社

会

教

育

課

市
民

文

化

係

第

二

十

回

記

念

初
詣

歩

け

歩

け

会１
月
１
日
癆

午
前
９

時
東
漸
寺

本
堂

前
集

合
　

コ

ー
ス

東

漸
寺

～
本
土
寺
～
広
徳
寺
～
赤
城
神
社

～
蘇
羽
鷹
神
社
～
幸
谷
観

音
～
日

枝
神
社
～
八
坂
神
社
示

雨
決
哲

費
用

無
料

固
体
育
指
導
委
員
・
細
野
容
4
2・

2
7
5
9

番

１

／

３

水

ま

で

年

末

年

始

特

別

警

戒

取

り

締

り

を

実

施

中

犯

罪

や

交

通

事

故

に

ご

注

意

を

固

松
戸
警

察
署

一`
6
9・
〇
１

１
０

番
、

松
戸
東

警
察
署
四
4
9
・
0
1
1
0

番

少

年

レ

ス

リ

ン

グ

教

室

１

月
1
4
日

～

３

月
1
0
日

の

毎

週

日

曜
日

（
全

九

回

、

午

前
1
0
時

～
正

午
　

会

場

運

動
公

園
　

対

象

中

学

生
ま

で

ｆ
定

員

先

着
三

十
人

費

用

無

料

圃

電

話
で

、
ま

た

は

直
接

運

動
公

園

内
ス

ポ

ー
ツ

課

窓

口

（
｛
一一
6
3・

9
2
4
1

番

｝
　へ

松

戸

北

子

ど

も

劇

場

低

学
年

例

会１
月
2
1日
収
、
午
後
１

時
3
0分
・

午
後
５

時
開
演
　

会
場
三

郷
文
化

会
館
　
内
容
人
形
劇
団
ひ
と
み
座

「
ズ
ッ
コ

ケ
三
人
組
」
　
費
用

三

千
五
百
円
（
会
員
以
外
）

固

松
戸
北
子

ど
も
劇
場
・
松
村
容

4
7・
４
４
４
（
り
番

松

戸

史

談

会

「
金

ケ

作

か

ら

殿

平

賀

ま

で

の

七

福

神

め

ぐ

１
月
７
日
収
午
前
1
0時
新
京
成

線
常
盤
平
駅
北
口
集
合
（
雨
天
中

占
　

コ

ー
ス

金
ケ
作
祖
光
院
～

殿
平
賀
慶
林
寺
、
徒
歩
約
九
劭
（
五

時
間
三
十
分
）
　
　費
用
三
百
円

圃
当
日
会
場
で

閲
神
尾

昔
4
1・
2
4
5
8

番

和

太

鼓

の

ひ

び

き

１

月

７

日

収

午

後
１

時

開

演

会

場

市
民

会

館
　

費
用

無

料
　

内

容

組

太

鼓
ほ

か

茴

松

戸

市
和

太

鼓

連
盟

・

野

呂
｛
一一

8
8・
Ｉ
冖
り
９
乙ｇ
｝
番

野

鳥

観

察

会

（

船

橋

海

浜

公

園

）１
月
2
1日

㈲
午
前
８

時
松
戸
駅

東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午

後
Ｏ

時

3
0分
現
地
解
散
雨

天
中
止
）
　
会

場

船
橋
海
浜
公

園
　
持
ち
物

筆
記

用
具
・
観
察
用
具
・
昼
食
・
防
寒

具
　
費
用

交
通
費
実
費

固
聯
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
容
4
5・
9
8
4
6

番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

１
月
1
9日

窗
午

後
１

時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館
　
費
用
無
料

汰
契
約
書
類
の

ご
持
参
を

固
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保

田
昔
4
1・
8
2
7
9

番

障
害

児

と

と

も

に
楽

し

む

ク

リ

ス

マ

ス

会

1
2月
2
3日

竕

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0分
　

会
場
稔
台
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
五
百
円
（
ヶ
Ｉ

キ
・

飲
み

物
代
。
障
害
児
は
無
料
）

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す
の

で

、
一
人
三
百
円
程
度
の

プ
レ

セ
ン
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

惠

電
話
で

障
害
者
問
題
研
究
会
松

戸
サ

ー
ク
ル
・
近
藤
容
8
7・
1
6

6
7

番
へ

森のホール21　チケットセンターチケットガイド取扱時間…午前10時~午後4 時　固O84-5050 番( 月曜日は休館)

公演日 公　　演　　名 会 場 開演時間 費　　用

1 / 7 (日)

ハレー弦楽四重奏団　出演：漆原

啓子・松原勝也・豊暄泰嗣・山本
祐ノ介　曲目：モーツフフルトノ弦

楽四重奏曲第ワ番ほか　　　☆③
森のホー

ル21

小ホール

午後２時
全席指定

3,800円

13出 立川談志　独演会 午後６時
S73,200円

A/2,800円

19廊

'96ニューイヤーコンサート
ウィーン・ヨハンシュトラウス管

弦楽団　　　　　　　　　　 ☆ 森のホー

ル21

大ホール

午後

６時30分

S/5,000円

A/4,000円

B/3,000円

2 /17倒

東京フィルハーモニー交響楽団演

奏会　指揮：Gシュワルツ　ショ
スタコーヴィチノ交響曲第５番ほ

か　　　　　　　　　　　　☆⑦

午後２時

S/5,000円

A/4,500円

B74,000円

☆EDには託児サービス（有料） ③印には学生席があります。

ク

リ

ス

マ

ス

コ

ン
サ

ー

ト

1
2月
2
3日

吩
午
後
５

時
3
0分
開

演
　
会
揚
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
三
百
円
　

内
容
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン

グ
な
ど

茴
と
き
わ
平
少
年
少
女
合
唱
団
・

加
藤
登
8
4・
6
0
7
9

番

社

交

ダ
ン
ス

ー
ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー

1
2月
2
4日
㈲
午
後
２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用
五
百
円

固
フ
リ

ー
ジ
ャ
会
・
小
河
容
6
4・

8
1
5
0

番
（
夜
間
の
み
）

流山青年の家催し物案内

講座名
流山青年の家芸術倶楽部

(楽しい音楽のつどい)

災害サバイバル体験

私たち防災探検隊

期　日 1 /27(土)～28(日日 １泊２日〕

会　場 流山青年の家（流山市中110）

対 象 中学生以上50人 小学４年生以上40人

費　用 3,500円 3,000円

圃県 立流山青年の家Q0471-59-2004 番

市民の皆さんに、左記演奏

会の１階席中央部の指定席
300席に限り、定価2,000円を

1,800円で優待します。

圃往復ハガキに住所・氏名・

電話番号・必要枚数（ハガキ

１枚につき２人まで）を記入

して、〒270松戸市干駄堀646

－4 森のホール21「市民優先

予約」係へ

３／３(日)午後２時開演

ニューフィルハーモニー

オーケストラ千葉 演奏会

指揮：円光寺雅彦

ヴフフイオリン：加藤知子

｢ヴァイオリン名曲集＆

カルメン組曲｣

見
に
行
こ
う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

醴市民 会館≪68-1237 番閥 市民 劇場O68-0070 番
閲文化ﾎｰﾙ ｷﾞｬﾗﾘｰ

Q67-7810S
茴戸定歴史館062 ―2050番

醴 社会教育課市民文化係

S66-7462 番
醴市立 博物館W84-8181 番

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

２
／
４
日

2
8日

2
0山

９
㈲

１
／
７
日

期
　
日

よ
こ
す
か
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

千
葉
県
同
調
会
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
推
進
運
動

命
の
つ
ど
い
　
ふ
れ
愛
こ
ん
さ
ー
と

松
戸
東
子
ど
も
劇
場
低
学
年
定
例
会

影
絵
劇
団
か
か
し
座
「
ニ
ー
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
」
　
　
☆

和
太
鼓
の
響
き

内
　
　
　
　
　
　

容

1
4・
ｍ
Ｊ

1
4・
ｍｗ

1
1・
ｍ
Ｊ

1
5・
3
0

1
3・
0
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

２
／
２
廁
～
1
4團
は
改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

3
1團

2
8日

2
5困

2
1日

2
0山

1
3田

７
日

６
山

１
／
５
廁

期
　
日

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

音
楽
発
表
会

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

ピ
ア
ノ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

あ
っ
ぷ
る
音
楽
発
表
会

ピ
ア
ノ
声
楽
試
演
会

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

冬
休
み
こ
ど
も
映
画
大
会

内
　
　
　
　
　
　

容

1
0
・
ｍ
Ｊ
　
傾

・
ｍ
一

９
・
3
0

９
・
3
0

1
8・
3
0

憫
・
0
0

1
2・
3
0

1
1厶
Ｗ

1
0ふ
Ｗ

諂
・
3
0

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
６
時

3
1團
～
２
／
３
圉

2
4團
～
2
8剛

一Ｗ
㈲
～
2
1日

１
／
６
圉
～
1
4日

期
　
　
　
日

松
戸
馬
橋
高
校
芸
術
科
授
業
作
品
展

松
戸
市
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
初
展

松
戸
小
中
学
校
造
形
作
品
展

松
戸
美
術
会
展

内
　
　
　
　
　
　

容

入
館
時
間
：
・
午

前
９

時
3
0分
～

午
後
４

時
3
0分
〔
月
曜
日（

祝
日
の
と
き
は
翌
日
）
は
休
館
〕

入
館
料
・
：
大
人
六
十

円
・
高
大
学
生
四

十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

※
第
二

・
四
土

曜
日

は
、
小
・
中
学
生
の
観
覧
が
無
料
で

す
。

１
／
朽
㈲
は

、
新
成
人

の
観
覧
が
無
料
に
な
り
ま
す

。

通
常
展

一
八
六
七
年
、
少
年
徳

川
昭
武
の
見
た
パ
リ
万

国
博
覧
会

期
　
　
　
　
間

江
戸
時
代
最
後
の
年
、
慶
応
３
（

一
八
六
七
）
年
に
、

兄
で
あ
る
将
軍
慶
喜
の
名
代
と
し
て
パ
リ
万
博
に
派
遣
さ

れ
た
、
少
年
昭
武
の
見
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
を
紹
介
し
ま

す
。

内
　
　
　
　
　
　

容

西 東 期
間

フ
「
ァ
ミ
リ
ー
フ

ォ
ト
ブ
ル

ツ
ペ

写
真
展

露
松
院
　
ロ
ー
書

き
後
染
書
道
展

2
3吩
～
１
／
４
附

染
花
の
会
作
品
展

聖
徳
大
学
教
職
員
と
学

生
に
よ
る
合
同
作
品
展

ー
／
５
啻
Ｓ
1
8困

松
戸
フ
ォ
ト
グ
ル

ッ
ペ
四
季
の
彩
り

を
撮
り
つ
づ
け
て

ザ
・
切
り
絵
松
戸

作
品
展

1
9廁
～
２
／
１
附

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

サ
ー
ク
ル
秋
桜

会
小
物
作
品
展

松
戸
版
画
の
会

木
版
画
展

２
廓
Ｓ
1
5㈲

入
館

時
間
・：
午
前
９

時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

観
覧
料
：
二

般
三
百
円

こ
咼
大
学
生
百
五
十
円

・
小
中

学
生
百

円

休
館
日
・：
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た

る
と
き
は
翌
日
）
・
第
四
金
曜
日
（

整
理
日

）

※
第
二

・
四
土

曜
日
は
、
小

・
中
学
生
の

観
覧
が

無
料
で

す
。

１
／
1
5
蜘
は
、
新
成
人
の
観
覧
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

〔
前
期
〕

１
／
1
4日
～
２

／
1
2團
ま
で

〔
後
期
〕

２
／
1
7田
～
３

／
2
4日

※
２
／
1
3～
1
6
は
展
示
替
え

の

た
め
、
観
覧
を
中
止
し

ま
す
。

１
／
５

應
～
3
1
團
ま
で

午
後
１

時
1
5分
・
３

時
笥
分

か
ら
三
十

分
間
（
土
日
祝
日

は
午
前
1
1時
か
ら
も
上
映
）
，

期
　
　
　
　

間

「

デ
ザ
イ
ン
の
揺

籃
時
代
‐
東
京
高

等
工

芸
学
校
の
歩
み

‐
」
展
（
詳
細
は
１

／
2
0号
の
広
報

紙
で

紹
介

）

会
場
・：
博
物
館
企
画
展
示
室

観
覧
料
（
常
設
展
と
は
別
料

金
）
：
二

般
三

百
円
・
高

大
学
生
百
五
十
円

・
小
中

学
生
百
円

閲
美
術
館
準
備
室
ａ

閲

・
７
４
６
３

番

ハ

イ
ビ
ジ
ョ

ン
映
像
「
世
界
や
き

も
の

紀
行
／

白
磁
の

旅
は
る
か
Ｌ
（

観
覧
無
料
）

※
２
／
１

困
か
ら
は
「
幻
想
の
迷
宮
／
「
μ
ル
ハ
ン

ブ
ラ

宮
殿
」
（
二
十
五

分
）
を
上

映

内
　
　
　
　
　
　

容

情報チャンネル

催

し

物

市立博物館 松戸駅市民
ギャラリー

戸定

歴史館

文化ホール

ギャラリー
市民劇場 市民会館



ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

・

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

申
し
込
み
を
す
る
人
三
ヵ
月
以
　

松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
上

二
中
央
保

上
四

歳
未
満
の
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
　

健
セ
ン

タ
ー
保
健
衛
生
課
予
防
衛

応
・
Ｂ
ｃ

Ｇ
の

予
防
接
種
が
済
ん

で
い

な
い
人
で

、
予
診
票
を
持
つ

て
い

な
い
人
（
以

前
の
問
診
票
も

使
え
ま
言

圉
直
接
各
保
健
セ
ン

タ
ー
・
各
支

所
の
健
康
相
談
室
か

、
（

ガ
キ
に

下
記
の
と
お
り
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

生
係
（

登
6
6・
7
4
8
4

番
）
へ

ハ ガ キ記 入 要 領

ツ反・BCG

申し込み

・住所

・保護者氏名

・子どもの氏名

・子どもの生年月日

・電話番号

会　　　 場 ツベルクリン反応 剌　
定

BCG
時
間

中 央保健センター
1 /23W 1 /25困

午
後
１
時
Ｓ
２
時

30
分

2 /20㈲ 2 /22困

五香市民センター 1 /17冰）1 /19c

松飛台市民センター 1 /17冰）1 /19c

東 部市民センタ ー 1 /10冰）1 /12c

馬橇東市民センター 1 /290月) 1 /31冰）

健康増進センター 1 /220月) 1 /24團

常盤平市民センター
1 /16W 1 /18困

2 /19C月) 2 /21圉

明 市 民 セ ン タ ー 1/9C 火)1 /11困

古ケ崎市民センター 1 /310O 2/2c

稔台市民センタ ー 1 /24團 1 /26c

小金原市民センター 1 /300k)２／１困

新松戸市民センター 2/6C 火)２／８困

小 金保健センタ ー
1/80 月)1 /1O0O
2 /14t水) 2 /16c

馬 橋市民センタ ー 2/5C 月)2/700

六実市民センター別館 ２ ／７冰） 2/9R
二十世紀が丘市民センター 2 /13W 2 /15困

乳

が
ん
検
診

会　　裼 日　　時

小金保健

センター

1 /16C火)

2 /13C火)
午
後
２

時
Ｓ
２
時

30

分
受
け
付
け

新松戸市民

センター
1 /18困

常盤平市民

センター

1 /25困

2 /15困

中央保健

センター
1 /30( 火)
２／１困

８困

※予防接種会場の駐車場は狭いため、車で

の来場はご遠慮ください。

※共通受 診券 をご 持参く ださい 。

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上

の

女
性
（
今
年
度
の
市
内
受
託
医

療
機
関
で
既
に

受
診
し
て
い

る
人

は
受
診
不
可

）
　

費
用
百
円

呈

活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
・

老
人
医
療
対
象
者
は
無
料
）

醋
健
康
管
理
課
業
務
係
容
6
6・
7

4
8
7

番

講
座
・
講
演

楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教
室

（
一
日
千

六
百
キ
ロ
カ

ロ
ー
）

日　　時 内　容（講話と調理実習）

1 /18附
午
前

S 10
午時

後
１
時

腹８分目

～食べすぎていませんか？

2 /15困
気になりませんか？

カルシウム不足

対象…市内在住、在勤で当センターの医学的検査
を１年以内に受診した人・先着35人　費用…各回
400円　 持ち物…エプロン･三角きん･ふきん･筆記
用具　会揚…健康増進センター
※医学的検査を受診した日・利用証番号の確認を

匣
1
2月
2
1日
團
午
前
９
時
か
ら
電

話
で
健

康
増
進
セ
ン
タ
１

登
6
5・

’べ．）［
Ｄ
８
（
汽）番
へ

ふ
れ
あ

い
教
室
（
ワ

ー
プ
ロ
）

コース 期　　日 時間 会場 対象 定員 費用

Ａ 2/5C 月卜 ８困 午
後６

Ｓ時

8 30
時 分
30
分

勤賞
罷

宍W

牡

の 各

場10
合 人
は ⌒

抽 申
選 込
゛ 多

数

無

料
Ｂ 2 /19(月卜22 内

○ 2 /26回～29困

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
４

年
９
月
生
ま
れ
の

幼
児
　

健
診
日
１
月
９
日
・
1
6日
・

2
3日
・
3
0日
の

各
火
曜
日
　

会
場

松
戸
保
健
所

汰
対
象
者
に
は

通
知
を
送
り
ま
し

た
が
、
届
か
な
い
場
合
に
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号
・
幼

児
氏

名
・
幼
児
生
年
月
日
・
保

護
者
氏
名
・
転
入

年
月
日
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
松
戸

保
健
所
（
登
6
1・
2
1

2
1

番
）
　へ

保
健
・
衛
生

年 末 年 始 に 応 急 歯 科 在 宅 当 直 医 を開 設

12月29日～1 月３日の６日間、下記の診療所を開設します。

子育て講座

惠12月27日 團 〔消ED有 効〕 までに、往復ハガキ に住所･ 氏名・

年齢・電話番号 ・勤務 先・教室名（ワープ ロ）・コース名を 記

入し て、〒271松戸市根 本387- 5 松戸 市役所商工課労政係 へ

日　　時 診　療　所 住　 所 電話番号

12/29R

午
前
９
時
Ｓ
午
後
５
時

くらもち歯科医院

後藤歯科

新松戸2-怦卜2

常盤平5-8-1

43-1224 番

84－乃66番

30圉
大谷口歯科クＵニツク

平岡歯科医院

大谷口383-13

本町2-3

48－8841番

64-6666 番

31(日)
橋本歯科医院

小谷歯科医院

常盤平5-13-8

新松戸3-141

84-7266 番

45-2815 番

１／１吩
栗ケ沢歯科医院

長坂歯科医院

小金原6-8-10

六実6-39-21

43-6956 番

85－3Z88番

２(火)
とうない歯科

やぱしら歯科駅ﾋﾞﾙ診療所

新松戸3-18

日暮1-1-2

46－32詔番

84-4182 番

3團
やぎぬま歯科

藤田歯科医院

金ケ作408-143

西馬橋2-19-1

85－3399番

4アー9723番

黯保健衛生課S66-ｱ482 番

日　時 会場 ・　内　　　容

1 /12廁 箭

以

こ

小
金
原
体
育
館

子どもと楽しめる綰

本の選び方

26廊
おかあさんが伝える

音楽

費用…無 料( 託児あり ・要申し込 み)

醴小金原保育の会幼児教室･福村昔45-O()12番

博

物

館

体

験

教

室

「

布

を

織

１

月
2
3
日

～

３

月
1
2
日
の

毎
週

火

曜
日
（
全

十
六

回

）
、
午
前
1
0
時
と

午

後
２

時

か

ら
の

各
二

時

間
　

会

場

市
立

博

物

館
　

定

員

各

回
三

人

匣

１

月
1
0
日

圉
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号
・

希
望

日

時

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市
千

駄

堀

六
七

一
市

立

博

物
館

「

布
を

織

る

」

係

（
昔
8
4
・
8
1

8
1

番
）
　へ

ぼ

け

老

人

の

お

せ

わ

教

室

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

（
1
5
日

は

特

別

養
護

老

人

ホ

ー
ム

「
南

花

園
」
）
　
対

象
痴

呆

老
人

を

抱

え

た

家

族

や

関

心

の

あ

る

人

定

員

先
着

四

十
人
　

費

用

無

料

日　 時 内　　　 容 講　　　 演

２／１困 午
後
１
時

30
分
Ｓ
３
時

30
分

・講演｢問題行動への対応｣

・話し合い

干葉大学教授

齊藤　 和子 氏

8困
・講演「ぼけの医学」

・話し合い

木野崎病院院長

笠原 俊彦 氏

15附
．「南花園」見学

ディ・サービスなど

22㈲
・講演「ぼけの老人をかか

える家族」　・話し合い

ぼけの老人をかかえる家族の会

千葉県支部世話人代表

永 島　 光 枝 氏

圉
電
話
で
健
康
管
理

課
常
盤
平
方

面
保
健
室

昔
8
4・
1
3
3
3

番
へ

予

防

接

種

の

お
知

ら

せ

平
成
７
年
８

月
１
日
～
９
月
3
0

日
生
ま
れ
の
人
で

、
幵
1
1
月
末
ま
で

に
住
民
登
録
を
し
た
人
に
は
平
成

８
年
１
月
上
旬
に
予

防
接
種
手
帳

を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み

が
必
要
な
人
は
左
表
の
通
０
で
す

。

予
診
票
（
旧
問
診
票
）
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
直
接
各
保
健
セ

ン
タ
ー
・
各
支
所
の

健
康
相
談
室

、

ま
た
は
（

ガ
キ
に
下

記
の
要
領
で

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ケ
花

七
四
－

三

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
保

健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
へ

※

旧
問

診
票

を
持

っ
て

い

る
人

は
、
個
別
接
種
受
託
医
療
機
関
・

集
団
接
種
会
場
で
交

換
し
て

使

用
で

き
ま
す
。

閲
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
容
6
6

・
7
4
8
4

番

ハガキ記入要領

・希望 する 予防 接種名

( 複数可)

・初 めてま たは

今 までに 受け た日付

回受 けた

年　 月　 日

年　 月　 日

引主所

・保 護者氏 名

・子ど も の氏名

・子ど も の生年月 日

・雷 話番 号

（1）平成 ７年 ８月 １日～ ９月30日

生まれで12月 １日以 降にｲ主民

登録をした人

（２）予診票を 持つてい ない次の人

・３ヵ 月以上 ４歳 未満でツ 反お

よびＢＯＯ の予 防接種が済ん

でいない人

・３ヵ月以上 ア歳６ヵ 月未満で

ポリ オ の予防 接種（ ２回）が

済んでいない人

・３ヵ月以上 フ歳６ヵ 月未満で

ＤＰＴ の予防 接種（ ４回）が

済んでいない人

・１歳以上 ア歳 ６ヵ 月未満で麻

しんの予防 接種が済んでいな

い人

・平成 ４年 ４月 １日 以前に生ま

れ ア歳 ６ヵ月 未満で日 本脳炎

の予防接種 が済んでいない人

・平成 ５年 ４月 ２日 ～ ６年匐月

31日生ま れの人で風しんの予

防接種 が済んでいない人

愛

の

献

血

1
2月
2
5
日

㈲

午
前
1
0
時

Å
1
1
1
1

一
時

4
5分
と

午

後
１

時
～
４

時
　

会

場

市

役
所

正

面

玄
関

前

問
健
康
管
理
課
業
務
係
登
6
6・
7

4
8
7

番

博
物
館

講
座
「
古
文
書

を
読
む
（
近

世
入

門

編
）
」

職業訓練センター(テクノ21)講座案内

講 座 名 日　　　　時 定員 費用

ワープロ・パソ

コン講座

１／８(月)・９㈲

午後１時30分～４時30分 各
六
人

二に五
千テ千
円キ円
し ス⌒
卜 ほ代か

1 /25困・26廊

午前９時30分～午後Ｏ時30分

ワープロオフフシ

ス基礎講座

1 /11困・12廊・18困・19廁

午後１時30分～４時30分

各jJ

－

万
－

⌒ －ほ 干

か 円

に

－
ア
キ

ス

ト

代
－
一千

円
Ｗ

ワープロオアシ

ス応用講座

1 /22(月)・25困・26廁・29(月)

午後１時30分～４時3〔汾

ワープロソフト

一太郎入門講座

２／１困・２廁・５(月)・６(火)

午後１時30分～４時30分

ロータスｉ ・２

・３基礎講座

1 /13山・20圉

午前９時30分～午後４時30分

マッキントッシ

ュパソコン講座

1 /16C火)

17團

23(火)

2400

午前９時30分

～正午 各

一
一一人午後１時3〔}分

～４時

閲松戸地域職業訓練センター(小金原1-19-3)登49－3200番

健康保険証を忘 れずに

醴パークセンターa45 ―8900番圃森のホ ールO84-5050 番

入
館
時
間
：
・
午
前
９

時
～

午
後
４

時

※
月
曜
日
は
休
館

談相 物し催 示展

期
　
　
　
　
　

間

毎
週
　
　

午
前
句
時
～
正
午

土
・
日

午
後
１

時
～
４

時

惠
当
日
会
場
で
（

各
先
着
二
十

五
人

）
　

費
用
：
・
無
料
　

＊
印
は
雨
天
中
止

2
1日

午
後
２

時
～
３
時

＊
諂
圉

午
後
１

時
3
0分
～
３
時

2
4團
～
2
8臼

１
／
2
1Ｈ

ま
で

み
ど
り
の
相
談
員
に
よ

る
花
や
緑
に

関
す
る
相
談

（
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

昆
虫
教
室
「
折
り
紙
で
虫
を
折

ろ
う
」

講
師
：
自

然
解
説
員
・
松
葉
光
豊
氏

野
草
ウ
ォ
ツ
チ
ン

ブ
「
舂
を
待
つ
野

草
」

講
師
・：
自
然
解
説
員
・
川
端
祥
子
氏

「
洋
ら
ん
展
」
企
画
展

「
千
葉
県
の
巨
樹

・
巨
木

林
展
」
企
画
展

内
　
　
　
　
　
　

容

期　日 催　し　物（ ☆印は有料） 開演時間 問 い 合 わ せ 先

大

ホ

｜

ル

1 /1500松戸市成人式 9 :55　13:25 青少年会館　　　　　　a44 ―8556番

19廁
'96ニューイヤーコンサート　　　 ☆

ウィーン･ヨハンシュトラウス管弦楽団
18 : 30 松戸市文化振興財団　　O84 ―5050番

20圉 タンゴの達人フＵアン・プラザ楽団☆ 18 : 30
MIN-ON 干葉予約センター

0043-287 一閲88番

26廁
鈴木雅之

「Taste of maritini 96」　　☆
18 : 30

文化放送ちけつとぽ－と

S03-3357-9999番

28日 新松戸バレエ発表会 17:00 栗原由美　　　　　　　S44-1415 番

30(火)由紀さおり･安田祥子童謡コンサート☆ 18 : 30 労音東曷センター　　　o65 ―99竹番

3仰く） 徳永英明コンサート'96｢太陽の少年｣☆ 18 : 30 フ リップサイド　　003-3470-9999 番

小

ホ

｜

ル

１／６出 ピフフノ発表会 14 : 00 小田村典子　　　　　　登89－4870番

７(日)
ハレー・ストＵンブ・クアルテット

松戸公演　　　　　　　　　　　 ☆
14 : 00 松戸市文化振興財団　　昔84－5050番

13圉 立川談志独演会　　　　　　　　　☆ 18 : 00 松戸市文化振興財団　　昔84－5050番

19廊 山形由美フルートコンサート　　　☆ 19 : 00 労音東葛センター　　　S65-99 竹番

20圉 安達昌子ニツトフ戸ソションシ三匹 14 二00 安達昌子　　　　　　　S43-6898 番

24團 桂枝雀独演会　　　　　　　　　 ☆ 18 : 30 東京音協　　　　　003-3201-81知番

28(日) 松戸市民カラオケ歌謡協会発表会 9 :30 松戸市民カラオケ歌謡協会　O68-8640 番

2/3( ±)

舞踊発表会 10 二00 藤間喜恵澄　　　　　　B87-4867 番

市立松戸高校野球部を甲子園に送る会

発会式
19 : 00

市立松戸高校野球部を甲子園に送る会

事務局　　　　　　　　S89-6633 番

医

師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬

剤
師

会
功
協
力
に
よ

り
、
年

末
年

始
も
診
療
を
行
い
ま

す
。

※１月16日(火)は休 館します。

夜間急病診療所…………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～11時

待機病院テレホンサービス …O66-0010 番

毎日午後５時～午前９時

休日土曜日･ 年末年始(12/29 ～1/3)

、在宅当直医テレホンサービスS66-0010 番

午前９時～午後５時

ｉ休日土曜日･ 年末年始(12/29 ～1/3)

i夜間歯科診療所…………≫65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11 時

森のホール21

惠
１

月
1
0日
困
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
千
耿

堀
六
七
一
市
立
博
物
館
「
古
文
書

を
読
む
」
係
（
容
8
4・
8
1
8
1

番
）
へ

１
月
2
1日
～
３
月
1
7日
の
隔
週

日
曜
日
（
全
五
回
）
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
正

午
　

会

場

市
立

博
物

館

定
員
三
十
人
（
抽
選
。
近
世
入
門

繝
米
受

講
の
人

優
先
）
　
　講
師
博

物
館
学
芸
員
　

費
用
無
料

21世紀の森と広場
パークセンター

年末年始の

救急医療体制



夜
空
に
き
ら

め
く

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

稔台ルーテル教会に点灯

色鮮やかなクリスマスツリー

もうすぐクリスマス。市内にもちよつ

としたクリスマスの雰囲気が味わえる、

素敵なスポットがあります。場所は稔台

駅近くのルーテル教会。

高さ約笥ｍの杉の木に、電球をちりば

めて飾りつけたクリスマスツリーイルミ

ネーションか夜空にきらめいて、道行く

人の目を楽しませています。

色鮮やかなツリーは、毎年教会のクリ

スマスイベントのひとつとして点灯され

ているもので、地元では「師走の贈り物

として、とても人気があるそうです。

クリスマスまでの夜、教会そばを通り

かかると、ロマンチックなひとときを過

ごせるかもしれませんね。

松戸の豆力士・５人組

吉橋杯相撲選手権大会優勝！

街　の　話　題

身近な街の話題をお寄せく ださい。

固広報課

先

輩
に
胸
を
借
り
て
の
激
し
い
稽
古

「やったあ、優勝だ」。東京近郊の相撲クラ

ブガ競う、吉橋杯相撲選手権大会「小学生団

体ト ーナメント 」で、松戸チームが見事栄冠

を勝ち取りました。

出場しか松戸チームは、松戸市相撲協会主

催の相撲教室の豆力±5 人組。メンバーは先

鋒・朝比奈保治くん( 稔台小３年・前列右)

二陣･村山桂典く ん( 松ヶ丘小４年･ 前列中)、

中堅・高谷航英くん（八ヶ崎第二小５年・前

列左)、副将・津曲優樹くん｢上本郷小6年・

後列右)、大将・桜井一機くん(和名ヶ谷小６

年・後列左)。

並み居る強豪を破っての快挙に中山監督は、

「チームワークの良さと普段の稽古(けいこ)

が勝因」と満足そうに目を細めていました。

この中から未来の横綱が誕生するかもしれ

ませんね。

「
戦
後
5
0
年
・
私
の
思
い
出
」
は

今
回
で

終
了
い
た
し
ま
す
。
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
海

の
平

和
を
守

っ
て
」

安
田
　

義

輝

さ
ん
（
西
馬
橋
）

私
は
新
潟
県
中
頸
城
（
く
び
き
）
郡

の
寒
村
の
農
家
出
身
で
す
。
戦
時
の
世

相
を
反
映
し
て
か
、
当
時
の
男
子
は
皆
、

国
を
守
る
気
概
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
徴
兵
検
査
を
受
け
軍

隊
に
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
海
に
縁
の
な
い

場
所
で
育
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
海
軍
に

行
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
願

い
が
か
な
っ
て
喜
ん
だ
こ

と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

舞
鶴
の
海
兵
団
で
三
ヵ
月
半
の
新
兵

教
育
を
受
け
た
後
、
連
合
艦
隊
第
五
艦

隊
の
軍
艦
「
木
曽
」
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。
直
ち
に
北
太
平
洋
の
ア
リ
ュ
ー
シ

ャ
ン
列
島
へ
出
撃
し
ま
し
た
が
、
山
国

育
ち
の
私
に
は
北
方
海
域
特
有
の
極
寒

と
荒
天

は
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ッ
ツ
島
の
玉
砕
や
キ
ス
カ
島
の
撤

収
で
五
千
余
名
の
守
備
隊
将
兵
の
救
出

作
戦
な
ど
に
参
加
し
た
後
、
久
里
浜
の

海
軍
対
潜
学
校
を
経
て
昭
和
1
9年
春
か

ら
は
海
防
艦
に
乗
艦
し
、
東
シ
ナ
海
等海上保安学校の教官時代、教え子と

(右端)

の
南
方
海
域
で
輸
送
船
団
の
護
衛
や
対

潜
水
艦
掃
討
作
戦
に
従
事
し
ま
し
た
。

南
方
で
は
毎
日
、
空
と
海
か
ら
攻
撃

を
受
け
負
傷
者
や
戦
死
者
が
続
出
す
る

中
、
2
0年
春
に
は
海
南
島
の
楡
林
（
ユ

イ
リ
ン
）
で
つ
い
に
空
爆
に
よ
る
浸
水

の
た
め
航
行
不
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
乗
組
員
総
出
の
不
眠
不
休
の
応

急
修
理
で
な
ん
と
か
命
か
ら

が
ら
日
本

に
戻

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
季
節
は

初
夏

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
に
よ
る
武
装
解
除
と
と
も
に
乗

員
は
く
も
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
わ
が

家
へ
復
員
帰
郷
し
て
い
き
ま
し
た
が
、

私
は
戦
後
残
務
処
理
要
員
と
し
て
残
留

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
残
務
処
理
の
大
き
な
課
題
は
、

沿
岸
の
機
雷
の
掃
海
作
業
で
し
た
。
米

海
軍
と
協
力
し
な
が
ら
朝
鮮
半
島
南
部
、

対
馬
・
五
島
列
島
、
壱
岐
、
九
州
北
部

の
各
海
域
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

作
業
中
に
触
雷
し
た
り
、
爆
薬
の
爆
発

事
故

が
生
じ
た
り
す
る
な
ど
、
大
勢
の

死
傷
者
が
出
ま
し
た
。
私
も
爆
風
に
巻

き
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
生
命
に
支

障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く

残
忍
な
戦
争
が
終
わ
っ
た
の
に
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
無
念
さ
は
い
か
ば
か
り

の
も
の
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
冥

（
め
い
）
福
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
後
、
海
上
保
安
庁
の
創
設
と
と

も
に
、
昭
和
2
5年
か
ら
海
上
保
安
官
と

し
て
定
年
ま
で
巡
視
船
の
任
務
に
就
い

て
お
り
ま
し
た
。
通
算
す
る
と
四
十
年

余
り
も
海
と
付
き
合
っ
て
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
過
去
を
振
り
返
り
な
が

ら
現
在
の
平
和
な
海
を
思
う
と
感
無
量

で
す
。

広大で魅力的な国インド

佐加枝乱新松戸 近藤

三
年
前
、
縁
あ
っ
て
か
憧
れ
の

イ

ン

ド

の
地

を

踏

む

こ

と

が
で

き

ま
し
た
。
一
週
間
は
村
に
滞
在
。

村

人

と

井

戸

を

掘

っ

た

り

、

子

供

た

ち

と

遊

ん

で

過

ご

し

ま

し

た

。

子

供

た

ち

の

大

き

く

澄

ん

だ

瞳

、

自

然

の

中

で

イ

キ

イ

キ

と

し

た
表

情

、

素

直

さ

、

優

し

さ

に

感

動

。

別

れ
の

日

は

涙

、

涙

で

し

た
。

そ

の
後

二

週

間

は
、

ボ

ン

ベ
イ

や

ニ

ュ
ー

デ

リ

ー

、

ベ

ナ

レ

ス

を

ま

わ
り

ま

し

た
。

ゆ

っ

た

り

と

流

れ

る

時

、

道

の

真

ん
中

を

歩

く
牛

、

も

の

ご

い
を

す
る
人
、
ガ
ン
ジ
ス
川
で
沐
浴
す

る

人

、

祈

る

人

、

流

れ

て

く

る

ひ

っ
ぎ
。
こ
の
広
大
な
川
を
眺
め
て

い
る
と
、
こ
の
広
大
な
地
に
立
っ

て

い
る

と

、

生

き

る

と

は

…

、

豊

か
さ

と

は

…

と

、

不

思

議

と

い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
に
れ
ま

今
一
歳
の
娘
が
大
き
く
な
つ
た

ら

、

一

緒

に

そ

の

地

を

踏

め

る

と

い
い
な

寒
さ
に

も
負
け
な
い
わ
ん
ぱ
く
５

人
組

･松戸市相撲協会の相撲教室では、

相撲の好きな 小学生を募集して

い ます。

鬩松戸市相撲協会 ・平塚

戦
後
5
0
年

私
の
思
い
出
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